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今回の発行所
　みなとまちづくり共同体
資料協力

今回の配布先
・安芸市
・室戸市
・自伐型林業推進協会
・海の森づくり推進協会
・高知県木材協会
・シーベジタブル
・天然資源活用委員会
・フォレストオーシャン
・建設会社
・みなとまちづくり共同体
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木で”なりわい”を創る「地方創生」

高齢化により、作付けしなかった農

地の、草刈りの大変さが、高知新聞に

掲載されていました。皆伐後の再造林

が進まないのも同じ理由で、草との闘

いは生業の重要な問題です。

森づくり市民ワークショップ（R5）において、木材

を漁具に使うというアイデアが出されました。セル

ロースナノファイバーの技術を応用し、黒潮牧場の係

留索や浮体を開発すると、数十倍の価値を生みます。
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高知発イノベーションの種

生業のハードルは草との闘い
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林鉄遺跡、伊尾木洞、道の駅大山をつなぐトレッキングロード

漁船が集まる土佐湾の黒潮牧場の係留索には⇒

⇒石油由来の炭素繊維が使われています

フットサルカフェ移住体験施設 米粉パン喫茶

草との闘いを最小限にする長伐期多間伐施業

子育て世代向け賃貸住宅農家・漁師レストランコワーキングスぺ－ス

森林鉄道の歴史

野外演奏会


